
疾病管理普及事業・イメージ詳細図

実施団体名 運営主体（予定） 利活用分野 主なシステム機器等

ＮＰＯ法人アジアン・エイジング・
ビジネスセンター
福岡市 福岡県
LLCカルナヘルサポート

カルナヘルスサポート 医療
（介護・福祉）

Webサーバー APサーバー
DBサーバー 認証機器（PKI）

事業概要 期待される効果

ICT共同利用による疾病管理事業市場を日本に創出することで、家庭に埋もれて
いるコメディカル（保健師・看護師・管理栄養士など）を掘り起こし、ICTを活用した
疾病管理業務を通じ、「医療職ICT人材」を育成することで、ICT化の遅れが目立つ

医療現場（特にクリニック）のブレイクスルーとなると同時に、交代勤務などができ
ないコメディカルの雇用創出を行う

国内市場1兆2,451億円/年、輸出（関連企業）2兆6,148億円/年と試算。
人件費1,000万円/年とすると、新規雇用は約４０万人。これを人口比で按分
すると、福岡市約4,800人、福岡県約16,000人となる。

＊疾病管理が診療報酬化されたと仮定している。

ＮＰＯ法人アジアン・エイジング・ビジネスセンター

インターネット（光ケーブル）
医師会：利用者

・福岡市医師会・大川三瀦医師会
・久留米市医師会・筑紫医師会 等

行政機関：利用者（保険者）
健康保険組合：利用者（保険者）

患者様

疾病管理センター：利用者
（コールセンター）

医師

治療計画書の提供 診療

・合併症兆候聞き取り
・脱落防止
・生活習慣改善指導
・結果速報

・治療計画書提供
・ナビゲーション
システム提供

疾病管理
①メタボリック症候群
②糖尿病
③介護者・子育て支援

加速度センサー
（腰につける）

福祉分野（介護者支援・子育て支援）

・立っている
・座っている
・歩いている
・走っている
・ジャンプしている
・寝ころんでいる

※さらに複雑な解析も可能

（子供）
１０時１０分 幼稚園で走っている
１０時１１分 幼稚園で転んだ
１０時１２分 幼稚園で立ち上がった
１０時１３分 幼稚園で走っている

↓
子供がどこで
何をしているかわかる

（老人）
１５時３０分 自宅で転んだ
１５時３１分 転んだまま立ち上がらない
１５時３５分 転んだまま立ち上がらない

↓
・コールセンターから介護者（家族や施設
の介護し）へ連絡がいく
・駆けつけることができる

行動の種類が分かる
（行動識別エンジン）

別プロジェクト（九
州大学研究）との
連携

別紙８
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